
沸
騰
水
炉
を
動
か
そ
う

～
島
根
原
子
力
２
号
機
を
め
ぐ
っ
て
～

特 別
寄 稿

作家・島根県立大学
名誉教授

豊田  有恒
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二
〇
〇
一
年
三
月
一
一
日
、
未
曽
有
の
大

津
波
に
よ
っ
て
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
四
基
の
原
子
炉
に
、
重
大
な
事
故
が
発
生

し
た
。
以
後
、
東
電
が
採
用
す
る
沸
騰
水
炉

（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
型
の
原
発
は
、東
電
以
外
で
も
、

い
っ
さ
い
稼
動
し
て
い
な
い
。「
想
定
外
は

許
さ
れ
な
い
」
が
流
行
語
と
な
り
、
原
子
力

の
冬
の
時
代
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
事
故
は
、
ほ
ん
と
う
に
原
子
炉
の
安
全

性
の
欠
如
か
ら
、
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

福
島
１
号
機
は
、
東
電
初
の
原
発
で
あ

り
、開
発
メ
ー
カ
ー
の
Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
）
社
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

に
建
設
さ
れ
た
。
原
子
炉
、
格
納
容
器
、
タ

ー
ビ
ン
、
関
連
機
器
な
ど
、
す
べ
て
Ｇ
Ｅ
社

製
で
あ
る
。
非
常
用
電
源
の
設
置
場
所
は
、

Ｇ
Ｅ
社
の
仕
様
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
ト
ー
ネ
ー
ド
（
竜
巻
）
の
被

害
が
、
し
ば
し
ば
発
生
す
る
の
で
、
電
源
を

高
所
に
設
置
す
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
だ
が
、
日

本
で
は
竜
巻
よ
り
、
津
波
の
危
険
の
ほ
う
が

大
き
い
。
そ
の
た
め
、
非
常
電
源
を
海
寄
り

の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
地
下
に
設
け
た
こ
と

が
致
命
的
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
事
故
は
、

世
間
で
の
原
発
叩
き
と
は
異
な
り
、
原
子
炉

そ
の
も
の
の
安
全
性
の
欠
如
と
言
う
よ
り
、

設
置
法
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
発
生
し
た

こ
と
に
な
る
。
以
後
、
沸
騰
水
炉
は
、
一
基

も
再
稼
動
し
て
い
な
い
。

こ
こ
で
、
日
本
の
原
発
を
整
理
し
て
み
よ

う
。
炉
型
、
開
発
メ
ー
カ
ー
、
電
力
、
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
二
つ
の
系
列
に
な
る
。
沸

騰
水
炉
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
～
Ｇ
Ｅ
社
～
東
京
電
力

系
～
東
芝
、
日
立
。
加
圧
水
炉
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）

～
Ｗ
Ｈ
（
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
）
社

～
関
西
電
力
系
～
三
菱
重
工
。
し
ば
し
ば
西

（時事）

●中国電力島根原子力発電所
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指
摘
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、
二
〇
二
一

年
一
二
月
一
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
更
田
委

員
長
か
ら
は
、
県
庁
と
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ

ー
が
、
一
〇
キ
ロ
圏
内
に
あ
る
事
実
が
指
摘

さ
れ
、
移
転
先
の
整
備
の
必
要
性
、
放
射
線

管
理
な
ど
、
事
業
者
側
の
貢
献
の
あ
り
か
た

な
ど
が
、
提
議
さ
れ
た
。
ま
た
、
委
員
会
側

の
伴
委
員
か
ら
、
電
力
側
も
受
け
身
で
な

く
、
安
全
文
化
活
動
な
ど
、
醸
成
す
る
べ
き

だ
と
い
う
提
言
が
あ
っ
た
。

翌
年
に
な
る
と
、
工
事
認
可
申
請
に
係
る

補
正
書
の
提
出
が
相
次
ぎ
、
審
査
会
合
は
、

以
前
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
含
め
て
延
べ

二
六
〇
回
に
も
達
し
、
特
定
重
大
事
故
等
対

処
施
設
の
設
置
な
ど
も
建
議
さ
れ
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

テ
ロ
な
ど
想
定
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
他

の
事
案
と
異
な
り
、非
公
開
で
開
催
さ
れ
た
。

再
稼
働
に
向
け
て
、
真
摯
な
努
力
を
続
け

て
い
た
の
は
、
中
国
電
力
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
。
二
〇
二
二
年
八
月
ま
で
に
、
加
圧
水

炉
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）
で
は
、
九
電
の
川
内
１
、
２

号
機
お
よ
び
玄
海
３
、
４
号
機
、
関
電
の
高

浜
３
、
４
号
機
、
美
浜
３
号
機
、
お
よ
び
大

飯
３
、
４
号
機
、
四
電
の
伊
方
３
号
機
な
ど

高
東
低
と
言
わ
れ
る
が
、
西
日
本
の
関
電
、

四
電
、
九
電
な
ど
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
し
か
再
稼
動
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
西
日
本
に
、
い

わ
ば
Ｂ
Ｗ
Ｒ
の
飛
び
地
の
よ
う
な
電
力
会

社
が
あ
る
。
中
国
電
力
で
あ
る
。

わ
た
く
し
事
だ
が
、
島
根
県
立
大
学
に
勤

務
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
学
生
を
連
れ
て
、

同
社
の
原
発
を
見
学
に
行
っ
た
り
し
た
縁

で
、
同
社
の
原
子
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
有
識

者
会
議
の
座
長
を
委
嘱
さ
れ
て
か
ら
、
す
で

に
一
〇
年
近
い
。

県
庁
所
在
地
の
原
発
と

報
道
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が

福
島
事
故
の
当
時
、
島
根
原
発
に
は
、
１

号
機
、
２
号
機
が
稼
働
し
、
３
号
機
が
完
成

を
間
近
に
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
１
号
機

は
、
二
〇
一
五
年
に
、
廃
炉
が
決
定
し
た
。

以
後
、
わ
た
し
も
、
座
長
と
し
て
関
わ
っ
て

き
た
の
だ
が
、
再
稼
動
に
備
え
た
様
々
な
対

策
の
進
捗
状
況
ば
か
り
で
な
く
、
メ
イ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
お
け
る
不
備
、
不
手
際
な
ど
も
、

す
べ
て
俎そ
じ
ょ
う上
に
挙
げ
て
、
情
報
公
開
に
努
め

て
き
た
。

島
根
原
子
力
は
、
し
ば
し
ば
県
庁
所
在
地

の
原
発
と
い
う
ふ
う
に
、
な
に
や
ら
意
味
あ

り
げ
に
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、

町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
旧
鹿
島
町
に
あ
っ
た

も
の
が
、
松
江
市
に
編
入
さ
れ
た
わ
け
で
、

市
街
地
か
ら
は
相
当
に
離
れ
て
い
る
。
わ
た

し
が
、
最
初
に
取
材
し
た
四
〇
年
ほ
ど
前
の

記
事
で
は
、「
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
そ

こ
は
原
発
だ
っ
た
」
と
い
う
書
き
出
し
を
用

い
た
も
の
だ
。
松
江
市
街
の
北
に
位
置
す
る

山
に
隔
て
ら
れ
た
、
そ
れ
ま
で
訪
れ
る
人
も

少
な
か
っ
た
湾
に
面
し
て
い
る
狭
き
ょ
う
し
ょ
う

小
な
浜

辺
を
、
原
発
に
利
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。

以
後
、
再
稼
動
に
向
け
て
、
地
道
な
努
力

が
続
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
進
展
を
み
な
い
ま

ま
年
月
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
中
国
電
力
で

は
、
新
型
沸
騰
水
炉

（
Ａ
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
と
な

る
３
号
機
の
燃
料
装

荷
を
福
島
事
故
の
年

の
六
月
に
、
運
転
開

始
を
翌
年
早
々
に
予

定
し
て
い
た
が
、
す

べ
て
ご
破
算
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
稼
働

し
て
い
な
い
３
号
機

よ
り
、
実
績
の
あ
る
２
号
機
の
再
稼
動
を

優
先
し
て
、
動
き
始
め
た
も
の
の
、
多
く

の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
た
。
断
層
の
有
無
の
確
認
、
津
波
対
策

の
充
実
、
テ
ロ
対
策
の
新
設
な
ど
、
多
く

の
作
業
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

非
常
用
電
源
を
高
所
に
新
設
し
た
ば
か
り

で
な
く
、
非
常
用
の
電
源
車
も
配
置
し
た
。

原
子
力
規
制
委
員
会
へ
、
繰
り
返
し
進

捗
状
況
を
報
告
し
、
何
度
か
の
審
査
を
経

て
、
事
態
が
動
き
出
し
た
の
は
、
福
島
事

故
か
ら
一
〇
年
目
の
こ
と
だ
っ
た
。
規
制

委
員
会
の
更
田
委
員
長
と
、
中
国
電
力
の

清
水
社
長
（
当
時
）
は
じ
め
重
役
、
幹
部

が
意
見
交
換
し
、
率
直
に
問
題
点
の
報
告
、

●中国電力島根原発２号機の再稼働に同意を表明
した島根県松江市の上定昭仁市長

（時事）
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計
一
〇
基
が
再
稼
働
し
て
い
た
一
方
、
沸
騰

水
炉
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
で
は
、
東
北
電
力
の
女
川

２
号
機
、
日
本
原
電
の
東
海
第
二
、
東
京
電

力
の
柏
崎
刈
羽
７
号
機
な
ど
が
、
多
く
の
規

制
を
ク
リ
ア
し
て
、
再
稼
働
に
向
け
て
、
着

実
に
作
業
を
進
め
て
い
た
。

社
員
そ
ろ
っ
て

住
民
と
の
交
流
を
深
め
た

島
根
２
号
機
は
、
設
計
認
可
申
請
の
審
査

が
、
必
要
に
応
じ
て
補
正
と
い
う
段
階
に
と

ど
ま
り
、
や
や
出
遅
れ
た
感
も
あ
っ
た
。
な

に
し
ろ
、
福
島
事
故
か
ら
一
〇
年
以
上
を
経

過
し
、
原
発
が
稼
働
し
て
い
た
時
代
を
知
ら

な
い
社
員
も
増
え
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
動

か
な
い
原
発
で
作
業
だ
け
進
め
る
仕
事
で

は
、
士
気
が
低
下
す
る
恐
れ
も
出
て
く
る
。

そ
こ
で
、
社
員
そ
ろ
っ
て
行
な
っ
た
別
な

仕
事
が
あ
る
。
地
元
と
の
交
流
で
あ
る
。
い

わ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
に
、
時
間
を
作

っ
て
、
地
元
の
行
事
な
ど
に
は
、
積
極
的
に

参
加
し
、
住
民
と
の
交
流
を
深
め
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
地
道
な
努
力
が
実
り
、
昨
年
か

ら
事
態
が
大
き
く
動
き
出
し
た
。
発
電
所
が

立
地
す
る
松
江
市
の
二
月
一
五
日
を
皮
切

れ
ば
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
況
は
、
大
幅

に
改
善
さ
れ
る
。

大
方
の
国
民
は
認
め
た
く
な
い
の
だ
が
、

日
本
は
、
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ

と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
最
貧
国
で
あ
る
。
太
陽

光
、
風
力
な
ど
が
、
折
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ブ

り
に
、
周
辺
自
治
体
の
容
認
判
断
が
相
次
ぐ

こ
と
に
な
る
。
隣
県
で
あ
る
鳥
取
県
で
は
、

米
子
市
が
三
月
一
八
日
、
境
港
市
が
三
月
二

二
日
、
首
長
が
容
認
し
て
い
る
。
島
根
県
で

も
、
安
来
市
が
三
月
一
日
、
出
雲
市
が
三
月

二
五
日
、
雲
南
市
が
三
月
二
八
日
な
ど
、
容

認
判
断
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
結
ん
で
き

た
安
全
協
定
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
住
民
の
理

解
が
増
進
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

や
が
て
、
昨
年
七
月
に
は
、
島
根
県
の
丸

山
知
事
、
鳥
取
県
の
平
井
知
事
が
、
中
国
電

力
の
瀧
本
社
長
ら
幹
部
と
会
談
し
、
細
部
に

わ
た
る
付
帯
条
項
も
含
め
た
防
災
協
定
を

締
結
す
る
に
至
っ
た
。
島
根
２
号
機
の
再
稼

働
が
、
巧
く
す
れ
ば
、
早
期
に
も
見
込
ま
れ

る
ま
で
進
展
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
３
号
機

に
も
進
展
が
あ
り
、
予
定
に
加
え
ら
れ
る
ま

で
に
な
っ
た
。

沸
騰
水
炉
が
一
基
で
も
先
鞭
を
つ
け
て

再
稼
働
す
る
こ
と
に
な
れ
ば

こ
こ
で
、
他
の
電
力
と
競
う
必
要
も
な
い

が
、女
川
２
号
機
で
あ
れ
、東
海
第
二
で
あ
れ
、

島
根
２
号
機
で
あ
れ
、
沸
騰
水
炉
が
一
基
で

も
先
鞭
を
つ
け
て
、
再
稼
働
す
る
こ
と
に
な

ー
ム
で
も
て
は
や

さ
れ
る
時
代
だ

が
、
太
陽
の
出

な
い
日
、
風
の
吹

か
な
い
日
の
た

め
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
電
源
と
し
て
、

現
在
の
よ
う
に

化
石
燃
料
に
頼

る
の
で
は
な
く
、

原
子
力
が
欠
か

せ
な
い
。

ほ
ぼ
無
尽
蔵

な
褐
炭
資
源
を

持
つ
ド
イ
ツ
な
ど

と
は
異
な
る
。
ド

イ
ツ
は
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
か
な
ぐ
り
捨

て
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
で
き
る
。
日
本

は
、
原
発
に
頼
る
こ
と
な
く
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
す
ら
不
可
能
で
あ
る
。
島

根
原
発
を
ふ
く
め
て
、
沸
騰
水
炉
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）

の
再
稼
働
が
望
ま
れ
る
所ゆ
え
ん以

で
あ
る
。

主要国のエネルギー輸入依存度

（注）下向きのグラフは輸出していることを表す
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ダ
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ド
ン
イ

国
韓

ア
シ
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ス
ン
ラ
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ツ
イ
ド

ア
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タ
イ

カ
リ
メ
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日
国
中

ル
ジ
ラ
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（2020年）

輸入依存度（原子力を含む）
輸入依存度（原子力を除く）

－6

5

－83

－74

●日本はエネルギー資源の約90%を輸入に頼っており、他の主要国と比べエネルギー供給構造が脆弱な
状況となっている。

（出典：IEA「World Energy Balances 2022」より作成）


